
策定と実施の責任を明確にし
計画の実効性を高める

龍谷大学では、1970年代から長期計画に基づく大学運営が行われている。現在推進中の
第5次長期計画（2010～2019年度）では、課題の抽出、めざす方向性、計画実現のため
の手段、実現時期や到達目標を明確に定めるなど、執行部が強いリーダーシップを発揮。
実施状況についても厳格な進捗管理を行い、計画の実現を進めている。
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早期から必然だった
長期計画の策定

長期計画の実施過程を
4段階に整備

危機感と課題の共有が
計画の浸透を後押し

学部の新設と移転が
長期計画の象徴的事業
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第5次長期計画の構造と役割分担図表

　龍谷大学は2010年度から第5次長
期計画（5長）を推進している。第 1
次長期計画が策定されたのは1975年
度。以来、継続的に6～10年スパンで
計画を策定してきた。
　多くの大学にとって事業計画がなく
とも運営が順調だった時代から長期計
画を立てていたことは、マネジメント
に対する意識の高さを物語っている。
中長期の事業計画とこれに伴う予算編
成の必要性をいち早く認識していたの
だ。主に学生募集が安定していれば、
収入の見込みはつきやすい。一方で、
支出は事業の内容によって大きく変わ
る。1970～1980年代は、同大学が総
合大学化を図っていた時期であり、安
定した経営のためには、複数年のスパ
ンで支出をコントロールする必要が
あった。
　もう1つ、龍谷大学独自の経営体制
も、長期計画の必要性につながってい
る。法人の理事長は浄土真宗本願寺派
の総長が兼務するので非常勤である。
ほかの理事については、学長（専務理

事）、副学長（常務理事）、各学部長
（一般理事）が 2～4年という短い任
期のため、長期にわたり経営責任を持
つ理事職は総務局長（常務理事）、学
長室長（一般理事）のみ。こうした中
で経営課題をスムーズに引き継ぐため
に、長期計画は不可欠だった。

　進行中の第5次長期計画は、過去に
例がない強力な実施体制を築き上げて
いる点が特徴だ。
計画策定の中心メ
ンバーは、当時文
学部長の赤松徹眞
現学長をはじめと
する将来構想担当
理事の 5 人だっ
た。体制強化の発
端は、前計画の反
省にあった。
　2000～2009年
度は、「共生を目
指すグローカル大
学」をスローガン

とし、第4次長期計画を策定・推進し
ていたが、「学外から見ると、改革の
取り組みが見えない」という評価が
あったという。これら5人を中心に編
成した5長推進会議では、その主な原
因を、計画を実現するための方策が明
確でなかったこと、および執行部を中
心とするマネジメント体制の弱さだと
総括した。めざす大学像はスローガン
によって学内で共有されていたもの
の、何を実施するかは各部局に任され
ており、途中の検証が行われなかっ
た。結果、各事業が連携して相乗効果

を発揮するまでには至らず、外部への
訴求力に欠けたというのだ。
　第5次長期計画を構想するにあたっ
て、大学執行部は、10年後の大学像
を描き、その実現に向けた方策を示す
ことに始まって、各部局の現状分析、
目標設定、検討すべき課題の明示まで
を行い、具体的な実施計画案の策定と
その実施を各部局に任せることにし
た。この長期計画のブレークダウンの
過程は 4段階に整備されている（図
表）。
　グランドデザインに則って執行部が
示したアクションプランは5分野で計
54あり、それぞれ担当部局（実施責任
主体）や、実施時期、到達目標等が定
められている。担当部局は事業実現の
ための実施計画案等を策定。その進捗
管理、方向性の確認・修正などは指定
された担当理事が行う。
　また、5長推進会議はアクションプ
ラン全体を管理するとともに、実施案
の妥当性や優先順位を判断しながら、
長期計画推進の舵取りを行っている。
実施計画案・実施案の管理は執行部、
実行は各部局と、責任の所在を明確に
したことが大きな特徴だ。
　計画推進のプロセスにも特徴があ
る。10年間の長期計画を、第 1期中
期計画（前半5年）と第2期中期計画
（後半 5年）に区分。第 2期では、第
1期の実績や課題等をふまえて計画を
見直す。このほか、執行部による各部
局への定期的なヒアリングでも、随
時、微調整が行われる。問題があれば
その場で実施計画やプランそのものの
修正を行うなど、見直しながら推進す
るというしくみを持っている。

　第5次長期計画を開始してからの約

2年半を、佐藤研司副学長は「予想以
上に順調」と評価している。
　要因として、めざす方向、実行すべ
きことが明瞭で、その方針や内容が、
アクションプランの策定過程で全学に
浸透し共有されたことが挙げられる。
　同大学では、グランドデザインやア
クションプランといった重要案件は、
大学の最高意思決定機関である評議会
で決定される。評議会を構成するの
は、各学部と事務職員会から選出され
た評議員と大学執行部だが、各部局か
ら部長職位者らも陪席する。評議会で
の審議内容は、学部教授会や事務職員
会に報告されるので、重要案件を全学
で共有できる。このような体制を活用
し、計画の共有・浸透をめざした。
　また、佐藤副学長らがアクションプ
ランの作成時に心掛けたのは、論理的
かつ具体的な課題をデータに基づいて
挙げること。加えて、「既存の教学組
織を改編する」といった抽象的な表現
ではなく、「国際文化学部を深草キャ
ンパスに移転する」など、具体的な検
討課題を設定した。
　これによって、評議会での議論は、
「なぜ」「何を」すべきなのかに焦点が
絞られた。「議論を通じ、めざすゴー
ルと解決すべき課題、その必然性を理
解してもらい、『実現しなければいけ
ない』という意識を共有できた」と佐
藤副学長は言う。
　グランドデザインが評議会で承認さ
れると、それを冊子にまとめた。この
ほか、第 5次長期計画の理念や方向
性、事業推進の手法、大学を取り巻く
外部環境などを掲載した「コンセプト
ブック」も作製（写真）。これらを全構
成員に配付し共有するとともに、ウェ
ブサイトに掲載し、対外的にも計画の
内容を公表している。
　計画が浸透したもう1つの要因は、
以前から学内に危機感があったことだ

と佐藤副学長は考える。大学が恐れて
いるのは、大学の求める水準に達しな
い学生を受け入れる状況に陥ることだ
という。受験生に選ばれるよう魅力を
高める改革を推進しなければ、入り口
における競争力が低減し、入学者の質
が確保できなくなる。現場の教職員は
この兆候を身をもって感じており、改
革に積極的に取り組もうとする土壌が
整っていたという。

　第 5次長期計画で最も大きい命題
は、2015年度に予定されている農学
部（仮称）の新設と、国際文化学部の
深草キャンパスへの移転だ。
　同大学は、今後の18歳人口動態を
見据え、学部新設などを含む大規模な
改革は2018年度までの実施が必要と
判断。今回の長期計画の成果が、その
後も続く私立大学間競争を生き抜くた
めの資産になると考えており、学部新
設と移転を長期計画の象徴的事業と位
置付けている。
　同大学によれば、純然たる農学部は
関西の私立大学では2校目、全国の私
立大学においても35年ぶりの設置で
あり、強い個性を打ち出せるとしてい
る。また、国際文化学部の移転によ
り、既存学部も含めて深草キャンパス
全体を「多文化共生の場」にする構想
がある。これらの計画の実現によって
競争力を向上させる考えだ。

グランドデザイン
大学の使命を確認し、第5次長期計画の基本方針や
10年後の到達イメージ、改革のあり方等を提示。

コンセプトブック（左）とグランドデザイン冊子（右）

第5次長期計画スローガン「進取と共生、世界に響き合う龍谷大学」
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実施計画案
アクションプランに基づいた事業展開計画を具体的に
明示。

実施案
マイルストーン、予算、所管部局、事業実施後の見通しや
成果目標などをとりまとめた最終的な事業の実施プラン。

アクションプラン
教育、研究、社会貢献、大学運営、財政・施設設備計画
の5分野において、グランドデザインに基づいた改革の
方向性や実施手段、責任の所在、実施時期等を包括。

事例① 特 集 競争力を高めるための計画の実質化


